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JOC及びNCAAの取組み



JOCキャリアアカデミー事業について

JOCキャリアアカデミー事業では、人間力を高め、キャリアに対してしっかりと準備をして
いくことにより、トップアスリートが不安なく競技に集中でき、さらなる競技力向上を図れる
よう、現役時代から年代に応じた教育研修、キャリアカウンセリング、就職支援を実施し
ている。

目
標

・トップアスリートとコーチが安
心して競技に取り組めるよう、
将来設計を踏まえたキャリア
プランをさまざまな方法でサ
ポートする。

・トップアスリートとコーチの人
的資源の社会還元を促進
する。

対
象
者

トップアスリート、コーチ

開
始
時
期

2008年1月

＜事業内容＞

○各種スキルアップ研修
【世代別研修】
チームビルディング研修、メディアトレーニング、
目標設定の仕方、英語への学習意欲 など
【公開講座】
スポンサーの集め方、トップコーチ講話、
メンタルトレーニング講座 など

＜研修受講者実績＞ 平成27年度(2015年度) のべ4,576人

○キャリアカウンセリング
・進学（大学、大学院、専門学校の優待など）、留学
・現役続行、引退後の就職、適職検査、キャリアアドバイス
・メンター養成（元トップアスリートによるメンタリング） など
＜カウンセリング数実績＞計866名（平成20年～平成28年）

○アスナビ
現役続行のための就職支援
トップアスリートと企業をマッチングする面談会を開催
＜アスリート採用実績＞計100名（平成22年～平成28年）
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米国NCAAでは、中学・高校時代からNCAA加入の学業要件を課している。またDiv.1では学業とスポーツを両立し、リー
ダーシップを発揮できる人材を輩出するための成績基準等の規程が整備されている。

米国NCAAの学業支援内容の全体像

米国NCAA及び米国加盟大学の学業支援

入学要件 在学中の支援・活動要件 キャリアに関する支援

模範的学生であること（奉仕活動・スポーツと学業の両立）

高いスポーツマンシップとインテグリティを備えている事

文武両道を高いレベルで遂行できる事

ダイバーシティへの理解

リーダーシップの高さ（自主性・哲学）

目指すべき理想の人物像

（7つのコアバリューより抜粋）

Div.1

Div.2

Div.3

高校卒業する年の前期までに、SAT
等の試験で一定の基準に達成して
いないとNCAAに加入できない

要件なし
（NCAAサイトへのID登録は必要）

APRによる大学全体の統制

GPAに
よる学
生の単
位の質
統制* 練習時

間の制
限

単位取
得数に
よる学
生の単
位の量
統制* 表彰

制度

学生と
企業
のマッ
チング

キャリ
ア相
談

成績管理無し

*Div.2の単位管理は2018年から、1年次のみ管理

OBO
Gと現
役学
生の
マッチ
ング

リー
ダー
キャン
プなど
の導
入
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Div.1では高校在籍中のGPAや履修すべき授業の基準、また外部テストの点数を入会すべき基準に設定している。なお、
救済措置として第二基準（レッドシャツ制度）というのも設けている。

Div.1入会の条件

米国NCAA及び米国加盟大学の学業支援

NCAAが定めた16コアコースの履修 GPA最低限2.3以上かつSAT・ACTテスト
の基準値達成

Ⅰ Ⅱ

高校卒業Ⅲ

下図のように、英語・数学等NCAAが定めるコアコースを高
校卒業するまでに16コースを履修する必要がある

各高校のどの教科がコアコースに該当するかはNCAAの
HPから確認が可能（High School Portal）

Div.Ⅰについては、16コースの内10コースは、高校卒業年
の前期で履修が完了していなくてはならない

下図のように、最低限のGPA基準とそれに取得平均GPAに
相当するSAT・ACTテストの点数を取得する必要がある

GPAが高ければ
取得すべきSAT
は低くなる

【レッドシャツ制度】
FULL基準GPAに満た
していなくても、第二基
準を達成していれば1
年間の猶予を得ること
ができる措置制度

試合には出場できない
が奨学金受けとりや練
習が可能。（＃5年で
卒業という考え方）
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Div.2でもコアコースの取得やGPA・外部テストの基準があるが、期限や取得すべき点数はDiv.1と比較して緩く設定されて
いる。

Div.2入会の条件

米国NCAA及び米国加盟大学の学業支援

NCAAが定めた16コアコースの履修 GPA最低限2.2以上かつSAT・ACTテスト
の基準値達成

Ⅰ Ⅱ

高校卒業Ⅲ

下図のように、英語・数学等NCAAが定めるコアコースを高
校卒業するまでに16コースを履修する必要があるが、Div.1
に比べて取得すべき年数要件などは緩い

Div.Ⅱでは卒業までに上記コアコースを履修完了すればよ
いという要件

救済措置の基準

最低基準がDiv.Ⅰに比
べて低い

レッドシャツ制度はないが、フル基準と救済基準があり、
Div.Ⅰよりも低い設定となっている

Div.Ⅲでは奨学金・補助金がない代わりに入会のた
めの成績要件は特に設けていない。
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Div.1のリクルートの制限（高校1年生～2年生相当／SOPHOMORE YEAR）

米国NCAA及び米国加盟大学の学業支援

Div.1 男子バスケット 女子バスケット アメフト その他競技

リクルートに関する資料の
授受

• 6月15日以降アスリート関
連の書類も受領可能

• 男子アイスホッケーのみ1月1日以降
アスリート関連の書類も受領可能

電話での相談

• ６月１５日以降でコーチか
らの電話が可能

• 大学コーチか
らは電話不可
能

• 大学コーチからは
電話不可能

• 大学コーチからは電話不可能
• 男子アイスホッケーは１月１日以降
コーチから電話可能

• 女子アイスホッケーはインターナショ
ナル校から１度のみ、もしくは７月の
間のみコーチから電話可能

キャンパス外での連絡

• 男子アイスホッケーは６月１５日以降
可能

大学への公式訪問

大学への非公式訪問

•キャンパス関連、NCAA関連のパンフレット受領可能、アスリートに関係のないリクルート書類受領可能

•学生の負担であれば大学コーチに電話が可能

•実施不可能

•実施不可能

•非公式かつ認められた期間内であれば訪問は可能
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Div.1のリクルートの制限（高校2年生相当／JUNIOR YEAR）

米国NCAA及び米国加盟大学の学業支援

男子バスケット 女子バスケット アメフト その他競技

SMSやメールでのコンタ
クト

• Sophomore年６月１５
日以降連絡可能

• NCAAに届け出が必
要

• Junior年の９月
から連絡可能

• NCAAに届け出
が必要

• Junior年の９月から
連絡可能

• Junior年の９月から連絡可能
• NCAAに届け出が必要
• 男子アイスホッケーは

Sophomore１月１日から可能

リクルートに関する資料
の授受

電話での相談

コーチによる電話 • 無制限で可能 • Junior年の９月
から可能

• Junior年の４月１５
日～５月３１日まで
の間で１度可能

• Junior年の９月から連絡可能
• 女子アイスホッケーは週一
• 水泳/飛込・クロスカントリーは
７月１日から

キャンパス外での連絡

大学への公式訪問 • １大学に１度のみ、最
大で５大学可能
（Div.1)。Div2は上限
なし

• 女子FinalFour
大会後の木曜
日（４月）から可
能

大学への非公式訪問

•受領可能

•学生の負担で実施可能

•実施可能（アメフトのみ７月１日～）

•許可しない

•非公式かつ認められた期間内であれば訪問は可能
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Div.1のリクルートの制限（高校3年生相当／SENIOR YEAR）

米国NCAA及び米国加盟大学の学業支援

男子バスケット 女子バスケット アメフト その他競技

SMSやメールでのコンタ
クト

リクルートに関する資料
の授受

電話での相談

コーチによる電話 • 期間内であれば週一
• 署名をすれば無制限

• 署名をすれば無制限
• 女子アイスホッケーは
週一

キャンパス外での連絡

大学への公式訪問

大学への非公式訪問

各種頻度 • コーチからは６回まで
コンタクト可能

• 署名すれば無制限
• 初期評価（9~11月）
• 二次評価
（4/15~5/31）

• 3回以内であればコン
タクト可能

• 署名すれば無制限

• JUNIOR年と同じルール

•受領可能

•学生の負担で実施可能

•無制限で可能

•学生の負担で実施可能

• １大学に１度のみ、最大で５大学可能（Div.1)。Div2は上限なし（バスケ以外の競技はSENIOR年
の授業開始日から）

•非公式かつ認められた期間内であれば訪問は可能

• コーチから学生や家族へのコンタクトは７回
まで

• 署名をすれば無制限
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Div.2とDiv.3のリクルート制限

米国NCAA及び米国加盟大学の学業支援

Div.2 Div.3

リクルートに関する資料の授受 • 大学関連やアスリートに関係ない書類はいつで
も受領可能

• アスリート関連はJUNIOR年の6月15日以降受
領可能

いつでも受領可能

電話での相談 • JUNIOR年の6月15日以降であればコーチから
無制限で可能

• 学生負担であれば無制限

無制限

キャンパス外での連絡 • Junior年の6月15日までであればコーチから連
絡可能

• 連絡回数は無制限

• SOPHOMORE年以降であればコーチから連絡
可能

• 連絡回数は無制限

大学への公式訪問 • SOPHOMORE年の6月15日～開始
• Div.1大学へは1大学1度、上限5大学
• Div.2へは無制限

• JUNIOR年の1月1日～開始
• Div.1大学へは1大学1度、上限5大学
• Div.3へは無制限

大学への非公式訪問 • 期間内であれば無制限 • 無制限
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表彰制度の詳細（1/2）

米国NCAA及び米国加盟大学の学業支援

表彰名 対象者 応募要件や決定機関 表彰時期 その他（狙いなど）

Theodore Roosevelt 
Award

NCAA（学生・コーチな
ど）に関係する卒業生
（宇宙飛行士など）

推薦制度
NCAAオーナーズコミッ
ティ

年に1度 • 競技、成績、社会貢献
の総合評価で著しい
成績や貢献を納めた
人を表彰する制度

• 在学生のみならず卒
業生も含みNCAA卒
業生が社会へ貢献し
た場合も評価し称える

Today’s Top Ten 
Awards

最終学年の生徒10名 優秀選手獲得者かつ
GPA3.3以上

年に1度

the Silver Anniversary 
Awards

卒業25周年を迎えた卒
業生（NFL選手等）

卒業後の競技成績や社
会成果や貢献など（推
薦）

年に1度

the Award of Valor, 卒業生を含む競技に関
連する学生・コーチまた
は管理者

防犯や警察からの表彰
の有無（推薦）

年に1度

the Inspiration Award 卒業生を含む競技に関
連する学生・コーチまた
は管理者

闘病からの復帰等周囲
に勇気と感動を与えた者
（推薦）

年に1度

NCAA woman of the 
year

女子学生 推薦及び成績での評価 年に1度 • 競技、成績、社会貢献
の総合評価で著しい
成績や貢献を納めた
女性を表彰する制度

Elite 90 在学生（90のNCAA大会
が対象）

推薦及び成績での評価
GPAや年間試合ポイン
ト・試合出場75%以上等

年に1度 • 各競技毎の成績や学
業成績を高いレベル
で到達した学生を称
える制度
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表彰制度の詳細（2/2）

米国NCAA及び米国加盟大学の学業支援

表彰名 対象者 応募要件や決定機関 表彰時期 その他（狙いなど）

Student-Athlete and 
Bob Frederick 
Sportsmanship Awards

学生及びコーチ 競技等を通じてスポーツ
マンシップ（倫理観・尊重
等）を表現した者

年に1度 NCAAの理念である平
等性やインテグリティの
表彰

NCAA President's 
Gerald R. Ford Award

卒業生含めたNCAAの
関係者

NCAA競技の理念に基
づきリーダシップを発揮
して大学スポーツの価値
を高めた者

年に1度 卒業生を含み大学ス
ポーツの振興や発展に
大きく寄与した人への表
彰

Division II Award of 
Excellence

Div.2の大学やチーム 地域奉仕活動のため優
秀な取り組みを実施した
大学やチーム

年に1度 地域貢献活動の促進

【対学生】
単に競技成績だけでなく、GPA等を含め学業との両立をいかに高い基準で実施できた
かを表彰

【対卒業生】
卒業後の社会貢献（宇宙飛行士、プロリーグでの活躍等）を表彰

【その他】
関係者の動機づけのために様々な賞を準備し幅広く在学生以外も表彰
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卒業後のキャリアを意識した情報提供やフォーラムの開催を通じて学生のキャリア支援を実施している。

キャリア支援等

米国NCAA及び米国加盟大学の学業支援

引用：http://fsacareercenter.ncaa.org/ http://www.ncaa.org/about/resources/leadership-development/student-athlete-leadership-forum

NCAAキャリアセンター

NCAAに加入している学生は無料でNCAAが運営するキャリア
センターを活用できる

企業情報や求人情報の検索や面談も申し込みインターン情報
の検索などが可能

リーダシップ開発

NCAAには、リーダーシップ開発局が存在し、学生、ADやコー
チなどに対してリーダーシップ開発プログラムを提供している
特に1997年から始まった人間形成やリーダ育成を目的とした
リーダーシップフォーラムは5000人以上が参加している（参加
には大学の推薦などが必要な場合もある）


